
◆EDU-Portは、“Port－Port”であることの再認識
ー互いの尊重、水平的で双方向の学びの機会
ー自らの教育活動の問い直し、「学び」のプロジェクト
ー国内の教育の国際化・質的向上へ

◆これまでに構築されたプラットフォームの横展開と深化
ー事業者間の知見の共有の促進
ー新たな民間企業、大学、国内学校関係者の参画
ー日本の学校との往還
ー現地で形成されたネットワークの維持・連携・活用
ー事業実施国と近隣諸国とのネットワーク化
ーEDU-Portニッポンが世界をつなぐ
ー社会からの理解とコンセンサス

EDU-Port ニッポン2.0に向けた提言

資料２
令和３年３月９日開催EDUｰPortシンポジウム

パネルディスカッションからの提言
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